













































































　　　　 「The Role of Shipping Companies in International Disputes in 1870s East Asia: a case 
study of the 1874 lawsuit between Ōkurashō and PMS Co.」
































　　　　 「Industrial policy comparison between East Asia and India:Focusing on the electronic 













　　　　 セッション 2（呉聰敏報告・朴基炷報告・Jitendra Uttam報告）では、台湾電子
産業の直接投資、韓国電子産業のキャッチ -アップ、電子産業発展における東ア
ジアと南アジアの比較分析について報告があった。質疑応答においては、産業発
展における比較優位、社会経済構造に基づく産業育成戦略といった論点で議論が
行われた。
　　　　 セッション 3（朱益鍾報告・蔡龍保報告［代読］・韓載香報告）では、韓国鉄鋼
工業政策の推進、高度成長初期台湾におけるインフラの構築、韓国外資導入促進
委員会の資料分析に関する報告があった。質疑応答では、日本鉄鋼産業史、世界
外資導入動向、輸入代替から輸出促進への政策転換といった視角に基づく議論が
展開された。
3．学内・学外研究費への申請状況
本プロジェクト研究をベースとして、下記の 1件を申請した。
＜科学研究費・基盤研究（C）＞
・研究課題：高度成長期日本と東アジアの経済基盤構築に関する基礎的研究
・研究代表者：須永　徳武
・研究期間：2020～ 2022年度
・申請金額：4,748千円（3年間）
 担当：岡部桂史（本学経済学部教授）
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